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表現遊び運動指導の一考察 

A study of expression play exercise instruction

廣田 邦生  
Kunio Hirota

は じ め に

飛行機ごっこ、「ブーン」「ブーン」。ぴょん、ぴょん 「かえるのぴょん」とぶのがだいすき「はじ

めにかあさんとびこえて、それからとうさんとびこえる。ぴょんかえるのぴょんとぶのがだいすき」。

谷川俊太郎「かえるのぴよん」１）の詩である。幼児は楽しく元気に遊び様々な遊びの表現を通して発

育発達していく。しかし、近年、都市化や核家族化、少子化、情報化など社会状況が変化し、遊ぶ場

所や遊ぶ仲間、遊ぶ時間の減少などを招いている。幼児にとって体を動かして遊ぶ機会が減少するこ

とは、その後の児童期、青年期への運動やスポーツに親しむ資質や能力の育成の阻害のみならず、意

欲や気力の減少、対人関係などコミュニケーションをうまく構築できないなど、子どもの心の発達に

も重大な影響を及ぼすことになりかねない。

これまでの幼稚園教育要領では、「環境を通して行う教育」を基本とし、幼児の自発的な活動とし

ての「遊びを中心とした」発達段階に応じた指導をきめ細かく進めてきている。新幼稚園教育要領に

おいても、この趣旨は変わらない。しかし、現行の幼稚園教育のねらいは、幼稚園修了までに育つこ

とが期待される生きる力の基礎となる心情、意欲、態度などであり、内容は、ねらいを達成されるた

めに指導する事項である。これらを幼児の発達の側面から、心身の健康に関する領域「健康」、人と

のかかわりに関する領域「人間関係」、身近な環境とのかかわりに関する領域「環境」、言葉の獲得に

関する領域「言葉」及び感性と表現に関する領域「表現」２）の五領域から編成している。

新幼稚園教育のねらいは、幼稚園教育において育みたい資質・能力を幼児の生活する姿から捉えた

ものであり、内容は、ねらいを達成されるために指導する事項である。各領域は、これらを幼児の発

達の側面から、心身の健康に関する領域「健康」、人とのかかわりに関する領域「人間関係」、身近な

環境とのかかわりに関する領域「環境」、言葉の獲得に関する領域「言葉」及び感性と表現に関する

領域「表現」としてまとめ示している。内容の取扱いは、幼児の発達を踏まえた指導を行うに当たっ

て留意すべき事項である。３）とされている。

本稿では、内容におけるねらいを達成する五領域の表現に関する領域「表現」について、音楽的リ

ズム表現のみでなく、身体活動における「表現遊び運動指導の一考察」として、学生の指導における
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⚾自身の◊修としてまとめてみた。

１ 「表現」をྵめた領域┦間の関㐃性

健康 人間関係 環境 言葉 表現

これらの領域における関係においては、子どもが体的に楽しく生き生きと活動をᒎ㛤する表現遊

びなどで┦に関わりをもって成り❧つものである。

健康 においては、表現ୖ᫂るくのびのびと、進んで運動し、⪅ともಙ㢗関係の中で情⥴が

Ᏻᐃしている。 人間関係 では、そのとんどが表現活動であると考えられる。幼児は、ẖ᪥の

生活のなかでከくの人と関わりゐれྜう中で⪅を⌮ゎし自ᕫを表現する。ここでは、⪅がいて

成り❧つものである。 環境 は自↛環境、Ᏹᐂ環境、もの、ᩘ㔞、ᩥᏐなど人௨እの環境が幼児

の表現活動と関㐃する。 言葉 言葉も表現の一行Ⅽである。様々に変化さࡏる言葉をって表現

活動と㐃動して表す。

このように一つの表現動సが各領域に┦に関わり成❧していると考える。表現遊びを身体表現

と考えた場ྜ、᪥本幼児体育学会会㛗・๓ᶫ ᫂Ặは、ⴭ「幼児のリズム運動」㸲）のなかでḟの

ようにグしている。

㸦１） 身体表現のねらいとして

ձ 身体の動きの⨾しさに対する豊かな感性をᣢつこと

ղ 感じたことや考えたことを、身体の動きを⏝いて表現すること

ճ 生活のなかで࣓ーࢪを豊かにし、様々な身体表現を楽しむこと

の３Ⅼがあࡆられる。

そのල体的な内容としては、

ձ 生活のなかで、様々な動きや音、Ⰽ、ᙧ、感ゐなどに気࡙いたり、楽しんだりすること

ղ 生活のなかで、⨾しいものや心を動かすฟ᮶事にࡩれ、࣓ーࢪを豊かにすること

ճ 様々なฟ᮶事の中で、感動したことを身体の動きを⏝いてఏえྜう楽しさをわうこと

մ 感じたことや考えたことを、音や動きで表現すること

յ Ⰽ々な⣲ᮦに親しみ、ᕤኵして遊ぶこと

ն 音楽に親しみ、ḷをḷったり、⡆༢なリズム楽ჾをって身体運動の楽しさをわうこと

շ 自ศの࣓ーࢪを動きや言葉で表現し、₇じて遊ぶ楽しさをわうこと

などをとりあࡆている。

また、表現活動は、ᶍೌ㸦ཪは現）と␗なり、子どもたࡕ自身のᛮいや考えを第୕⪅にఏえる

ことである。すなわࡕ、自ᕫ表現する行Ⅽそのものが表現活動であり、指導⪅の指示や指導⪅の

行う通りにするᶍೌとはく㐪うものであると㏙べている。
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㸦２） 幼児体育における身体表現活動の留意Ⅼ

ձ 意欲を育てる活動を┠指す。

子ども自らが進んで活動に取り⤌みたくなったり、それを達成したときに႐びや‶㊊（

感を感じることができるような活動を‽ഛする。

。ဂ⃭ບや㈹⨩によって活動するཷけ身の活動にならないよう、ὀ意するྏ（

͆（࢘ できた͇という႐びをᣢたࡏるために、子どもたࡕにඹ感し、めて、ㄆめていく

ղ 社会性を育てる活動を┠指す

子どもྠኈが関わることのできる活動を、発達段階にἢってᒎ㛤さࡏ、ಶ々の႐びだけで

なく、集ᅋで活動することにより得られる႐びや༠ㄪ性を⤒㦂し、その႐びと関わりをඹ᭷

さࡏることが大ษ。

ճ ಙ㢗関係を育てる活動を┠指す

自ศのᛮいや考えを第୕⪅にఏえ、それがཷけṆめられて、表現は成❧するため、ᛮいを

⣲┤にఏえられるためには、指導⪅と子どもたࡕ、または子どもたྠࡕኈの中に、ಙ㢗関係

がᚲ要となってくる。

մ 子どもたࡕの心に気おくれや感情のⴎ⦰のないよう、ᖖに㛤ᨺ的な㞺ᅖ気࡙くりにດめる。

յ 活動中は、❧ࡕṆまって考える状態をつくらないようにし、ᖖに身体を動かして、リࣛࢵ

。スできるようにするࢡ

ն ಶ々からฟた表現にはඹ感し、ㄆめて、意欲をもたࡏるようにすることが大ษである。≉

に、⪅と␗なった表現をした時には、ⓙの๓で取りୖࡆて、ⰋいⅬやᕤኵしたⅬを▱らࡏ

るように指導する。

表現遊びにおける指導について、๓ᶫẶは、ねらいとして、動きに対する豊かな感性、感じたこ

とや考えたことを、᪥ᖖにおける生活のなかの࣓ーࢪを基本とし身体表現を楽しむとしており、

その内容は、生活のなかでの音、Ⰽ、ᙧ、感ゐ、生活における⨾しいものへの心の豊かさ、感動し

た動きをఏえྜう楽しさ、遊びのᕤኵ、₇じて遊ぶ楽しさとしている。

幼児期は、生ᾭにわたってᚲ要なከくの動సの基本をከ様に身にける時期である。表現遊びに

おいてはᶍೌ㸦ཪは現）と␗なり、子どもたࡕ自身のᛮいや考えを第୕⪅にఏえることであり、

自ᕫ表現を大ษにする教育活動であることに╔┠しなけれࡤならない。ಖ育⪅は、子どもの自性、

㐀性を大ษにし、環境の中にいる自ศをぢつけ、感じ、考え、行動㸦表現）することを大ษにし

なけれࡤならない。ங幼児期における自ᕫ表現は⣲ᮔなᙧで行われることがከいため表現のཷ容を

大ษにし、園児自身の表現に対する意欲をཷけṆめ、生活のなかでங幼児期らしい様々な表現を楽

しむことができるようにすることが大ษである。

また、子どもの運動遊びにおける表現活動は、≉に幼児期において、豊かに体感さࡏる指導が大

ษであると考える。幼児が、ඛ生や達と一⥴に行動し、ぢ学し、本≀にࡩれたりすることで、現

表現遊び運動指導の一考察 271



― 4 ―

ᐇ感ぬのⷧれを⿵い豊かな表現感ぬを身にけることができる。

ḟに、表現遊びと年㱋ู発達や遊びについて考えてみたい。

３ 表現遊びと年㱋ู発達のかかわり

幼児期は、成㛗にྥかって様々な動きを身にける基本となる大ษな時期である。動きを通

して身体活動を考えた場ྜ、幼児の遊びにおける身体的表現遊びと幼児体育との関㐃性はྰᐃ

できない。௨ୗ、ᑠᷬᬛ子௦表による幼稚園・ಖ育所ᐇ⩦ࣃーࢻ࢞ࢺࢡ࢙ࣇ㸳）によると、

えࡤ、幼児期㸦ここでは２ṓ児より論㏙）に 各年㱋の≉ᚩ

おける遊びの≉ᚩをとらえた場ྜ、体を動か

しክ中になって遊ぶことに႐び楽しむことが、

発達年㱋で身体的にコンࣟࢺーࣝが㞴しい時

期である。また、⤮本や⣬Ⱚᒃなど࣓ーࢪ

のୡ⏺を楽しむ。

３ṓ児では、行動⠊ᅖがᗈがり、ዲወ心も

ᙉくなり「なんだࢁう」「やってみよう」と≀

への関心がᙉくなる。また、気のྜった達

ྠኈで、ごっこ遊びなど、࣓ーࢪをᗈࡆ⡆

༢なスࢺーリーで人≀や動≀と自ศをྠ化し

て考え遊ぶようになる。

㸲ṓ児では、気にධった㐨ලや場所をぢつ

けて活動する。自ศの⤒㦂やぢてきたことな

ど遊びに取りධれようとする。自ศたࡕで遊

びが考えられるようになり、意欲的に取り⤌

む。少しずつࣝーࣝ性の㧗い集ᅋ遊び㸦しっ

ーム）など、表現ࢤーム、᳔子取りࢤ取りࡱ

遊びがከくなる。人間関係では、感情が豊か

になり、身近な人の気ᣢࡕを察し、少しずつ

自ศの気ᣢࡕをᢲえたり、ᡃ៏するようにな

ってくる。

㸳㹼㸴ṓ児では、ごっこ遊びを発ᒎさࡏた

集ᅋ遊びが活発にᒎ㛤され、遊びの中でᙺ

が生まれていく。ごっこ遊びの中でᡭの㎸ん

だὶれと様々なᙺを考えฟし、遊びはより

」㞧なものとなっていく。こうした遊びをヨ行㘒ㄗしながら‶㊊のいくまで楽しもうとするよう

基本的な運動機能や指ඛの機能

が発達し、それにకい「自ศで」

「いや」など自ᕫᙇの姿ໃがᙉ

くฟる。㸦２ṓ児）

ീ力が豊かになり、つくった

り、ᥥいたり、ヨしたりする。

達とのかかわりがቑえる。ඹ通の

（をᣢって遊ぶ㸦３ṓ児ࢪー࣓

言葉によるఏ達、自ศの意ᛮや

考えを表現する力が身につく。

⤮本や⣬Ⱚᒃ、言葉遊び㸦なࡒ

なࡒ、しりとり）など取りධれ

ることが大ษ。㸦㸲ṓ児）

基本的生活⩦័が身につき、集

ᅋ遊びを一ᒙ楽しむ。ᛮ考力や

ㄆ㆑力も㧗まる。自ศを取りᕳ

く社会的環境にも⯆がⱆ生え

る。6 ṓ児では仲間を大ษにし、

ぢ通しを❧てる力がき、い

にㄆめྜい自ศたࡕでゎỴす

る。㸦㸳㹼㸴ṓ児）
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になる。達ྠኈのよさがศかり、いࢁいࢁな考えを遊びの中に取りධれ、表現遊びをより活動的

にᒎ㛤する。

すべての子どもが、の子どもと関わりながら体的な活動をᒎ㛤する表現遊びは身体的活動

㸦運動）とᐦ᥋な関㐃があり、㸳領域が┦に関わって成り❧っていることをᨵめて☜ㄆしなけれ

。ならないࡤ

㸲 幼児期の表現遊びによる運動スࣝ࢟との関係

幼児期は、成㛗をしていくためにᚲ要な様々な基本となる動きを身にける時期である。その

意では、幼児期においてᆺにはまらない、自⏤で、いࢁいࢁᕤኵし、ከくの動きを体㦂をさࡏる

ことが成㛗にᙉくかかわってくる。かっては、「㨣ごっこ」や「ࣕࢳンࣛࣂごっこ」「ままごと」な

ど「ごっこ遊び」が㢖⦾に行われていた。大人のまね㸦表現）をして、子どもなりにᕤኵし、各々

のᙺを₇じて遊んでいたのである。そこにはᆺにはまったつ๎はなかった。自⏤な遊びを通して

様々な体力的要⣲を身にけていたのである。๓ᶫは、「運動のศ㢮・りศけ」における㸲つの

身にけるべき基本運動スࣝ࢟㸴）ḟのようにᣲࡆている。

㉮る Ṇまる スࣉࢵ࢟ ࣉࢵࣟࣕࢠ ㊴ぶ

よじⓏる ㊴びつく ㊴び㉺える

㊴びあがり㝆りをする

                    またࡂ㊴ぶ かわす くࡄる すべる Ὃࡄ

ぶらୗがる ᢲす ᘬく

ᢞࡆる ㋾る ᡴつ つく㸦まりつき➼）

たたく

ᤕまえる ཷける ᢸࡄ ୗࢁす

∦㊊で❧つ をするࡕ❧ンスࣛࣂ

る Ώる ᾋく

㸦⃝田ᖾ⏨┘修・๓ᶫ ᫂㸸㸲つの基本運動スࣝ࢟）

⛣動⣔運動スࣝ࢟

ある場所からの場所へ

動くᢏ⾡

㠀⛣動⣔運動スࣝ࢟

⛣動⣔の対⛠のᢏ⾡

その場での運動ᢏ⾡

᧯స⣔運動スࣝ࢟

≀にാきかけ

᥈る動きのᢏ⾡

ᖹ⾮⣔運動スࣝ࢟

姿ໃをಖつ動きの

ᢏ⾡
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これまで「表現遊び運動」における身体的活動について㏙べてきたが、ᐇ㝿に学生のᤵᴗに

おける表現遊び運動の一について↷会する。

ㄪᰝᴫ要 いとくㆤ子ども⚟♴ᑓ㛛学ᰯࡏ対㇟ᰯ㸸ᾏ㐨ڧ ㅮ生ᚐᩘ１㸶人ཷڧ

場ڧ 所㸸ᾏ㐨ࡏいとくㆤ子ども⚟♴ᑓ㛛学ᰯど⫈ぬᐊ及び体育㤋

ˍȅު͈ૺ࣐ 㸦ᒎ㛤学⩦ᙧ態㸸ࣝࢢーࣉ㸫㸴人、内３࣌⤌）

１᪥┠ ᤵ ᴗ 内 容 ᤵᴗ進行㸦᪉ἲ） 場 所 ഛ 考

༗ ๓

１㸬自↛での幼児の遊び

２㸬㔝እでの幼児の遊び

３㸬ᅛᐃ遊ල・㕲Წでの幼児の遊び

㸲㸬᧯స性遊ලをった遊び

ㅮ⩏・DVD

ࠌ

ࠌ

表現遊び指導

ど⫈ぬᐊ

体育㤋

༗ 後

表現遊び運動の考・సۑ

㊶表現遊び運動のᐇۑ

（による発表㸦表現遊び運動ձ࣌ۑ

㸦２人ࣉーࣝࢢ３ۑ

・学⩦）考࣌

స・ᐇ㊶を行う

（発表㸦ホ౯１ۑ

健康・Ᏻۑ

にᐇ㊶する

体育㤋

本論発表

２᪥┠ ᤵᴗ内容 ᤵᴗ᪉ἲ 場所

༗ ๓

㸳㸬大ᆺ遊ලをった遊び

㸴㸬ࢧーࢺࢵ࢟遊び ⤮本≀ㄒᒎ㛤

㸵㸬㨣ごっこ

㸶㸬ఏᢎ遊び

ㄝ᫂とᐇ㊶

༗後のㄢ㢟につなۑ

（る㸦ㄝ᫂とᶍ⠊ࡆ

体育㤋

༗ 後

表現遊び運動の考・సۑ

㊶表現遊び運動のᐇۑ

による発表㸦表現遊びࣉーࣝࢢۑ

運動ղ）

⩦体学ࣉーࣝࢢۑ

㊶考・స・ᐇۑ

を行う

（発表㸦ホ౯２ۑ

健康・Ᏻۑ

にᐇ㊶する

（ヨ㦂㸦ホ౯３ۑ

体育㤋

本論発表

ホ౯のほⅬ

関心・意欲・態度・要⣲ۑ

による考の࣌ۑ

成度

による表現遊び運࣌ۑ

動が㐺ษにできているか

ホ౯のほⅬ

関心・意欲・態度・要⣲ۑ

による考ࣉーࣝࢢۑ

の成度

による表現遊び運動ࣉーࣝࢢۑ

が㐺ษにできているか
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ˎȅڠ͈ܱ

GA の࣌学⩦による表現遊び運動ձ

GA・㹮１

遊びのྡ⛠㸸「動≀けんけんࡥ」

遊び᪉ ձ 表現動≀㸦動きの表現ができる）を㑅ぶ。㸦ࢿ、ࢠࢧ࢘ズミ、࢚ࣝ࢝➼）

ղ 遊び᪉はࢱンࣂリンやࣀࣆの音にྜわࡏて、動≀の㊴び᪉をする。

ճ ୧᪉ྥから行い、じࡷんけんで動≀を指ྡして㈇けた᪉が指ྡされた㊴び᪉をする。

մケンケンࣃは変化のけた㓄ิを考える。

育成される要⣲

・ᕦ⦓性 ・ᖹ⾮性 ・リズム感 ・㐀性 ・ᶍೌ能力 ・ᰂ㌾性

‽ഛするもの

ࣉーࣇࣛࣇ・ リンࣂンࢱ・ （⨨㸦体育㤋タࣀࣆ・

GA・㹮２

遊びのྡ⛠㸸「あんたがたどこさ」

遊び᪉ ձ 遊びにうࣛンをỴめる。スࢱーࢺの⨨をỴめる。

ղ 「あんたがたどこさ」をḷいながら、リズムにྜわࡏてᕥྑに⛣動する。「͆ さ 」͇の時は

๓後に⛣動する。┦ᡭの┿ఝをして動く。

ճ ᭱後まで間㐪わずに㊴べたら成ຌ。

育成される要⣲

・ᕦ⦓性 ・ᖹ⾮性 ・リズム感 ・㐀性 ・ᶍೌ能力 ・༠応性

‽ഛするもの

ࣉーࢸニーࣝࣅ・

GA・㹮３

遊びのྡ⛠㸸「࣎ーࣝはさみまねっこ遊び」

遊び᪉ ձ 。ーࣝ⛬度）を⫤にはさむ࣎ーࣞࣂーࣝ㸦࣎

ղ 。て㊴ぶࡏーࣝをはさみながら、２人ྜわ࣎

ճ ⭜をୗࢁし、࣎ーࣝをⴠとさないように、いࢁいࢁなᙧをする。┦ᡭもまねする。

育成される要⣲

・ᕦ⦓性 ・リズム感 ・ᶍೌ能力 ・༠応動స

‽ഛするもの

ーࣝ２ಶ࣎ーࣞࣂ・

㸸「さの時にᡭをたたく」、ḷのࢪンࣞ

スࣆーࢻを変える、∦㊊で㊴ぶ・・➼
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GA のࣝࢢーࣉ学⩦による表現遊び運動ղ

遊びのྡ⛠㸸「まねっこ᥈しࢤーム遊び」

遊び᪉ ձ リーࢲーと㨣をỴめる。

ղ 㨣௨እはリーࢲーの┿ఝをぢつからないようにする。

ճ 㨣はみんなの行動や動సをみてㄡがリーࢲーかを᥈しฟす。

մ 動సは、リーࢲーが㨣にぢつからないようにࢺン࣎やࢱ、࢚ࣝ࢝コなどの┿ఝを

をする。㸦㨣は３ᅇまで⟅えることができる）

育成される要⣲

・ᕦ⦓性 ・リズム感 ・集中力 ・㐀性 ・ᶍೌ能力 ・༠応動స

‽ഛするもの

・コーン㸲ಶ㸦行動する㸲㝮におく）

GB の࣌学⩦による表現遊び運動ձ

GB・㹮１

遊びのྡ⛠㸸「ࡦょこ・へび・かえる」

遊び᪉ ձ じࡷんけんをする。Ѝ指示㸦A）、㈇Ѝ動く㸦B）

ղ 遊び᪉は、った A が「ࡦょこ」と言う。B はࡦょこの┿ఝ。A ᡭをはたく、B ょࡦ

この┿ఝで⃭しく動く。

ճ ྠじ動సをそれࡒれの┿ఝで、やさしく、⃭しく表す。

մ A が２ᅇᡭをたたき「㒊」と言ったら、㡰␒に┿ఝをしていく。

育成される要⣲

・ᕦ⦓性 ・リズム感 ・㐀性 ・ᶍೌ能力 ・ᰂ㌾性

‽ഛするもの

・㕥、ࢱンࣂリン㸦ᡭを㬆らすのに、㕥やࢱンࣂリンでも行う）

GB・㹮２

遊びのྡ⛠㸸「スࢡࣟࢦ進化ࢤーム」

遊び᪉ ձ なりきる動≀の㡰␒をỴめる。いもむし・ࡦょこ・ࢠࢧ࢘・㤿・ࢦリࣛ・人間

ղ 体育㤋㸦㛗さは㐺度）にコーンで㐨㡰をసり、ࢦーࣝをỴめる。

ճ 遊び᪉は、２ྡでྥかいྜいじࡷんけんで動≀の㡰␒で進んでいく。᪩い᪉がࡕ。

育成される要⣲

・ᕦ⦓性 ・ᖹ⾮性 ・㐀性 ・ᶍೌ能力 ・ᰂ㌾性

‽ഛするもの ・コーン１㸮ಶ

㸫GB・㹮２㸫௨㝆、⣬面の都ྜୖ┬␎する㸫
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GA のࣝࢢーࣉ学⩦による表現遊び運動ղ

遊びのྡ⛠㸸「まねっこ᥈しࢤーム遊び」

遊び᪉ ձ リーࢲーと㨣をỴめる。

ղ 㨣௨እはリーࢲーの┿ఝをぢつからないようにする。

ճ 㨣はみんなの行動や動సをみてㄡがリーࢲーかを᥈しฟす。

մ 動సは、リーࢲーが㨣にぢつからないようにࢺン࣎やࢱ、࢚ࣝ࢝コなどの┿ఝを

をする。㸦㨣は３ᅇまで⟅えることができる）

育成される要⣲

・ᕦ⦓性 ・リズム感 ・集中力 ・㐀性 ・ᶍೌ能力 ・༠応動స

‽ഛするもの

・コーン㸲ಶ㸦行動する㸲㝮におく）

GB の࣌学⩦による表現遊び運動ձ

GB・㹮１

遊びのྡ⛠㸸「ࡦょこ・へび・かえる」

遊び᪉ ձ じࡷんけんをする。Ѝ指示㸦A）、㈇Ѝ動く㸦B）

ղ 遊び᪉は、った A が「ࡦょこ」と言う。B はࡦょこの┿ఝ。A ᡭをはたく、B ょࡦ

この┿ఝで⃭しく動く。

ճ ྠじ動సをそれࡒれの┿ఝで、やさしく、⃭しく表す。

մ A が２ᅇᡭをたたき「㒊」と言ったら、㡰␒に┿ఝをしていく。

育成される要⣲

・ᕦ⦓性 ・リズム感 ・㐀性 ・ᶍೌ能力 ・ᰂ㌾性

‽ഛするもの

・㕥、ࢱンࣂリン㸦ᡭを㬆らすのに、㕥やࢱンࣂリンでも行う）

GB・㹮２

遊びのྡ⛠㸸「スࢡࣟࢦ進化ࢤーム」

遊び᪉ ձ なりきる動≀の㡰␒をỴめる。いもむし・ࡦょこ・ࢠࢧ࢘・㤿・ࢦリࣛ・人間

ղ 体育㤋㸦㛗さは㐺度）にコーンで㐨㡰をసり、ࢦーࣝをỴめる。

ճ 遊び᪉は、２ྡでྥかいྜいじࡷんけんで動≀の㡰␒で進んでいく。᪩い᪉がࡕ。

育成される要⣲

・ᕦ⦓性 ・ᖹ⾮性 ・㐀性 ・ᶍೌ能力 ・ᰂ㌾性

‽ഛするもの ・コーン１㸮ಶ

㸫GB・㹮２㸫௨㝆、⣬面の都ྜୖ┬␎する㸫
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学生の学⩦活動の一㒊ศを↷会したが、ᤵᴗを行って感じたことは、学生ྠኈが┦ㄯしなら、

様々な「表現遊び運動」をከᒱにわたり考しᐇ㊶することができるということがわかった。ᅇ

のᤵᴗではᩘの↷会とస成のための資ᩱを‽ഛした。しかし、よりⰋいᤵᴗ、学生への☜かな▱

㆑・⌮ゎ・ᢏ⾡力を身にけさࡏるためにも、ከくの資ᩱとከᒱにわたる事時間の☜ಖがྍḞ

に感じた。㸦ᤵᴗをᐇして感じたこと。より一ᒙの◊㛑を✚んでいく所Ꮡである。）

子ども達は、年㱋とともに、これまでにぢているものやほ察してきた動≀や᳜≀など、ある

もの、動くものにᙉい関心を示していく時期である。そのために、学生はᑗ᮶ಖ育⪅として、子ど

もたࡕがまでにぢてほ察し感じた動≀や自↛の動きの≉ᚩをとらえて、自ศなりの表現をして、

遊びを行うことができる指導が大ษである。

ಖ育⪅として指導を進めるなかで、表現遊び運動の身体活動の重要性を感じ取ることがᚲ要で

あり、ຓや指導ができる力を身につけなけれࡤならない。

領域「表現」はその意で、人と関わる人間関係、≀や自↛と関わる環境、遊びの表現とᐦ᥋

に関係する言葉、そして考え᪉や活動力の※である健康が大きく関してくることが⌮ゎできる。

̤ ͩ ͤ に

ḟ期幼稚園教育要領、ᑠ学ᰯ学⩦指導要領及び中学ᰯ㢠指導要領がᖹ成２㸷年３᭶３１᪥に࿌示さ

れた。≉に幼稚園においては、年度の࿘▱・ᚭᗏ期間を⤒て、ᖹ成３㸮年度から面ᐇとなる。

ᑠ学ᰯにおいては࿘▱・ᚭᗏ及び⛣行期間もྵめて３２年度から面ᐇとなる。

ᅇのᨵᐃでは、教育要領に「幼児期の⤊わりまでに育ってしい姿」が᫂☜に示されるとともに、

各学ᰯ段階のな᥋⥆が重どされている。ここに、幼児期における教育が、生ᾭにわたる人᱁ᙧ成

の基礎をᇵう重要性であることを㏙べている。「資質・能力の୕つのᰕは幼・ᑠ・中・㧗を通してఙ

びていく。幼児期においては、子どもの自発的な活動である遊びや生活のなかで、感性をാかࡏてよ

さや⨾しさを感じ取ったり、ᛮ㆟さに気いたり、できるようになったことをいながら、ヨした

り、いࢁいࢁな᪉ἲをᕤኵしたりすることなどを通じて育まれていく」。ᑠ学ᰯ௨㝆では、資質・能

力は、「▱㆑・ᢏ能」「ᛮ考・ุ᩿・表現力」「学びにྥかう力・人間性➼」と発ᒎしていく。㸵）と、

中ኸ教育ᑂ㆟会幼児教育㒊会では㏙べている。このことからも、ᑠ学ᰯධ学当ึにおける生活⛉を中

心とした「スࢱー࢝ࢺリ࢟ュࣛム」との᥋⥆性がఛえる。

幼児教育においては、身体活動指導面において一つのスポーツ的な遊び㸦࢝ࢵࢧー遊び中心になる

など）に೫ることなく指導することが大ษであり、さらに、幼稚園教ဨはᑠ学ᰯ教育の⌮ゎを、ᑠ学

ᰯ教ဨは幼稚園教育の⌮ゎを通し、関㐃した教育指導を進め、子どもたࡕが、身体的に、社会的に、

▱的に、⢭⚄的に、そして情⥴的にもⰋዲに成㛗していくためにも表現遊び運動指導のᐇがḞかࡏ

ないと考える。
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